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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月26日(2011.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体組成物であって、
　イオン性塩溶液中に懸濁された薬物－樹脂複合体を含み、前記薬物－樹脂複合体は一つ
又は複数のイオン交換樹脂粒子上に担持された一つ又は複数の活性薬剤を含み、前記一つ
又は複数の活性薬剤の放出が一つ又は複数のイオン性塩によって最初の１時間増大される
組成物。
【請求項２】
　前記一つ又は複数のイオン交換樹脂粒子が透水性拡散バリアで被覆されている、請求項
１に記載の組成物。
【請求項３】
　一つ又は複数のイオン交換樹脂粒子の実質的にすべてが透水性拡散バリアで被覆されて
いる、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　イオン性塩が無機塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　イオン性塩が有機塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
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　イオン性塩が活性薬剤－樹脂粒子複合体と複合された塩とは異なる、請求項１に記載の
組成物。
【請求項７】
　組成物が第一及び第二の活性薬剤を含み、イオン性塩は第一の活性薬剤の放出プロフィ
ールは変えるが、第二の活性薬剤の放出プロフィールは変えない、請求項１に記載の組成
物。
【請求項８】
　単位剤形の医薬組成物であって、
　一つ又は複数のイオン交換樹脂粒子に結合されて薬物－樹脂複合体を形成する第一の薬
理学的活性薬物及び第二の薬物；
　薬物－樹脂複合体と接触している一つ又は複数のイオン性塩；及び
　薬物－樹脂複合体に適用された透水性拡散バリア
を含み、前記一つ又は複数の薬理学的活性薬物の放出が一つ又は複数のイオン性塩によっ
て最初の１時間増大される医薬組成物。
【請求項９】
　単回投与の医薬組成物であって、
　一つ又は複数の薬理学的活性薬物に結合された一つ又は複数のイオン交換樹脂粒子と接
触している一つ又は複数のイオン性塩を含む調節可能放出マトリックス；
　前記調節可能放出マトリックスに適用された透水性拡散バリア；及び
　追加のイオン性塩を含む溶液
を含み、イオン性塩の添加が活性薬物の放出プロフィールを最初の１時間増大させるため
に制御される単回投与の医薬組成物。
【請求項１０】
　単回投与の医薬組成物であって、
　第一及び第二の活性薬剤に結合された一つ又は複数のイオン交換樹脂粒子と接触してい
る一つ又は複数のイオン性塩を含む調節可能放出マトリックス；
　前記調節可能放出マトリックスに適用された透水性拡散バリア；及び
　追加のイオン性塩を含む溶液
を含み、イオン性塩の添加が、最初の１時間、第一の活性薬剤の放出を増大させるが、第
二の活性薬剤の放出を増大させない単回投与の医薬組成物。
【請求項１１】
　液体医薬組成物であって、
　一つ又は複数の薬理学的活性薬物を担持し、一つ又は複数のイオン性塩を含む溶液中に
懸濁された一つ又は複数の薬物－イオン性樹脂を含み、一つ又は複数のイオン性塩のイオ
ン強度が一つ又は複数の薬理学的活性薬物の放出を最初の１時間増大させる医薬組成物。
【請求項１２】
　一つ又は複数の薬物－イオン性樹脂が透水性拡散バリアで被覆されている、請求項１１
に記載の組成物。
【請求項１３】
　一つ又は複数の薬物－イオン性樹脂の実質的にすべてが透水性拡散バリアで被覆されて
いる、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１４】
　イオン性塩が無機塩を含む、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１５】
　イオン性塩が有機塩を含む、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１６】
　イオン性塩が活性薬剤－樹脂粒子複合体と複合された塩とは異なる、請求項１１に記載
の組成物。
【請求項１７】
　液体医薬組成物であって、
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　イオン性樹脂上に担持され、一つ又は複数のイオン性塩を含む溶液中に懸濁された少な
くとも第一の薬理学的活性薬物及び第二の薬理学的活性薬物を含み、一つ又は複数のイオ
ン性塩のイオン強度が第一の薬理学的活性薬物、第二の薬理学的活性物質又はその両方の
放出を最初の１時間増大させる、液体医薬組成物。
【請求項１８】
　制御放出組成物の製造法であって、
　担体中に一つ又は複数のイオン性塩と一つ又は複数のイオン性樹脂上に担持された一つ
又は複数の薬理学的活性薬剤とを懸濁させるステップを含み、一つ又は複数のイオン性塩
のイオン強度が一つ又は複数の薬理学的活性薬物の放出を最初の１時間増大させる方法。
【請求項１９】
　一つ又は複数のイオン性樹脂が透水性拡散バリアを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　一つ又は複数のイオン性樹脂の実質的にすべてが透水性拡散バリアで被覆されている、
請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　薬物－樹脂組成物の放出を調節する方法であって、
　一つ又は複数のイオン性塩を、一つ又は複数の薬理学的活性薬物を担持した一つ又は複
数のイオン性樹脂複合体を含む薬物懸濁液へ添加するステップを含み、前記一つ又は複数
のイオン性塩の添加が、放出される少なくとも一つの薬理学的活性薬物の放出を最初の１
時間増大させる方法。
【請求項２２】
　一つ又は複数のイオン性樹脂複合体が透水性拡散バリアで被覆されている、請求項２１
に記載の方法。
【請求項２３】
　一つ又は複数の薬理学的活性薬物が、即時放出薬理学的活性薬物及び持続放出活性薬物
の両方を含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　イオン性樹脂複合体が、腸溶コート、樹脂コート、ラッカーコート、ｐＨ感受性コーテ
ィング、生分解性ポリマーマトリックス、水溶性マトリックス、イオン性マトリックス、
それらの組合せ及び混合物を含む透水性拡散バリアをさらに含む、請求項２１に記載の方
法。
【請求項２５】
　イオン性樹脂複合体が、セルロース、エチルセルロース、メチルセルロース、プロピル
セルロース、メトキシプロピルセルロース、硝酸セルロース、ポリ（ビニルアルコール）
、ポリ（塩化ビニル）、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ（エチレン
－コ－酢酸ビニル）、ポリ（ヒドロキシ酪酸）、ポリ（ヒドロキシバレリアン酸－コ－ヒ
ドロキシ酪酸）、ポリ（乳酸）、ポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸－コ－グリコール酸
）、ポリ（ε－カプロラクトン類）、ポリ（ε－カプロラクトン－コ－ＤＬ－乳酸）、ポ
リ（無水マレイン酸）、ポリアミド類、ゼラチン、キトサン、コラーゲン、ポリ（ヒドロ
キシアルキル）－Ｌ－グルタミン類、ポリ（γ－エチル－Ｌ－グルタミネート－コ－グル
タミン酸）、ポリ（Ｌ－ロイシン－コ－Ｌ－アスパラギン酸）、ポリ（プロリン－コ－グ
ルタミン酸）、ポリ（アルキル２－シアノアクリレート類）、ポリウレタン類、ポリ（メ
チルメタクリレート）、ポリ（メチルメタクリレート－コ－メタクリル酸）及びポリ（メ
タクリレート－コ－ヒドロキシプロピルメタクリレート）、ポリスチレン、ポリスチレク
ス、その塩、組合せ及び混合物からなる群から選ばれる一つ又は複数のポリマーをさらに
含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　イオン性塩が無機塩を含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　イオン性塩が有機塩を含む、請求項２１に記載の方法。
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【請求項２８】
　イオン性塩が塩化ナトリウムである、請求項２１に記載の方法。
【請求項２９】
　請求項２１に記載の方法であって、前記懸濁液が第一の薬理学的活性薬物と第二薬理学
的活性薬物を含み、前記一つ又は複数のイオン性塩が、当該第一薬理学的活性薬物の放出
プロフィールは調節するが、当該第二薬理学的活性薬物の放出は調節しない、方法。
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